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2021年 2月 13日
ねん がつ にち

年間第 6主日
ねんかんだい しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

マルコ福音は、重い皮膚病を患っている人の、イエスによる奇跡的な治癒の物語を記
ふくいん おも ひ ふ びょう わずら ひと き せきてき ち ゆ ものがたり しる

しています。

主イエスによる病者のいやしは、もちろん奇跡的な病気の治癒という側面も重要です
しゅ びょうしゃ き せきてき びょう き ち ゆ そくめん じゅうよう

し、その出来事が神の栄光を現していることは忘れてはなりません。しかし、同時に、
で き ごと かみ えいこう あらわ わす どう じ

さまざまな苦しみから救い出された人の立場になってみれば、それは人と人との繋がり
くる すく だ ひと たち ば ひと ひと つな

から排除されてしまったいのちを、いやし、慰め、絆を回復し、生きる希望を生み出
はいじょ なぐさ きずな かいふく い き ぼう う だ

した業であります。孤独の中に取り残され孤立し、暗闇の中で不安におののくいのちに、歩
わざ こ どく なか と のこ こ りつ くらやみ なか ふ あん あゆ

むべき道を見いだす光を照らし、そのいのちの尊厳を回復する業であります。パウロは
みち み ひかり て そんげん かいふく わざ

コリントの教会への手紙で、「何をするにしても、すべて神の栄光を現すためにしなさ
きょうかい て がみ なに かみ えいこう あらわ

い」と勧めていますが、イエスによる病気のいやしという業こそ、その業の偉大さの故
すす びょう き わざ わざ い だい ゆえ

に、そして神が与えられた最高の賜物であるいのちの尊厳を明らかにしているが故に、
かみ あた さいこう たまもの そんげん あき ゆえ

まさしく「神の栄光を現す」わざと言えるでしょう。
かみ えいこう あらわ い

本日の朗読にある創世記は、いのちという賜物を最初に与えられた二人の人間の関係性
ほんじつ ろうどく そうせい き たまもの さいしょ あた ふた り にんげん かんけいせい

について語っていますが、その前提は同じ創世記 2 章 18 節に記されている、「人が独り
かた ぜんてい おな そうせい き しょう せつ しる ひと ひと

でいるのは良くない。彼に合う助ける者を造ろう」という創造主の言葉であります。
よ かれ あ たす もの つく そうぞうしゅ こと ば

すなわち創造主から与えられたいのちは、互いに支え合い、助け合って生きることこそ
そうぞうしゅ あた たが ささ あ たす あ い

が、本来のあり方であります。いのちは関係を絶たれて孤立のうちに忘れ去られるべき
ほんらい かた かんけい た こ りつ わす さ

存在ではないが故に、失われた関係性を回復し、排除された者を本来のいのちのあり方
そんざい ゆえ うしな かんけいせい かいふく はいじょ もの ほんらい かた

へと引き戻すことが、いのちの与え主である神が病のいやしを通じてなさったことであ
ひ もど あた おも かみ やまい つう

りました。

ちょうど数日前、2 月 11 日は世界病者の日でありました。この日は、1858 年に、フラン
すうじつまえ がつ にち せ かいびょうしゃ ひ ひ ねん

スのルルドで、聖母マリアがベルナデッタに現れた奇跡的出来事を記念する日でもあり
せい ぼ あらわ き せきてき で き ごと き ねん ひ
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ます。聖母はご自分を、無原罪の聖母であると示され、聖母の指示でベルナデッタが洞窟
せい ぼ じ ぶん む げんざい せい ぼ しめ せい ぼ し じ どうくつ

の土を掘り、わき出した水は、その後、70を超える奇跡的な病気の治癒をもたらし、現在
つち ほ だ みず ご こ き せきてき びょう き ち ゆ げんざい

も豊かにわき出しています。わき出る水は、ルルドの地で、また世界各地で病気の治癒
ゆた だ で みず ち せ かいかく ち びょう き ち ゆ

の奇跡を起こすことがありますが、それ以上に、病気によって希望を失った多くの人
き せき お い じょう びょう き き ぼう うしな おお ひと

たちに、いのちを生きる希望と勇気を生み出す 源 となっています。その希望と勇気は、
い き ぼう ゆう き う だ みなもと き ぼう ゆう き

この世のいのちを生きる力ともなり、また同時に、永遠のいのちの約束の内に、いのち
よ い ちから どう じ えいえん やくそく うち

の与え主である神との繋がりを再確認させる招きともなっています。
あた ぬし かみ つな さいかくにん まね

教皇聖ヨハネ・パウロ 2 世が、1993 年に 2 月 11 日を世界病者の日と定められました。
きょうこうせい せい ねん がつ にち せ かいびょうしゃ ひ さだ

教皇は、病気で苦しんでいる人たちのために祈りをささげるように招くと共に、医療
きょうこう びょう き くる ひと いの まね とも い りょう

を通じて社会に貢献しようとする多くの医療関係者や病院スタッフ、介護の職員など、
つう しゃかい こうけん おお い りょうかんけいしゃ びょういん かい ご しょくいん

いのちを守るために尽くすかたがたの働きに感謝し、彼らのためにも祈る日とすること
まも つ はたら かんしゃ かれ いの ひ

を呼びかけました。特に今年は、感染症が続いている中で、それに起因する不安のため
よ とく こ とし かんせんしょう つづ なか き いん ふ あん

に、感染者や医療関係者への差別的言動が見られるとも聞いています。いのちを守る立場
かんせんしゃ い りょうかんけいしゃ さ べつてきげんどう み き まも たち ば

からは、決してあってはならないことです。
けっ

わたしたちは、日頃から主の祈りの中で、「みこころが天に行われるように、地にも行
ひ ごろ しゅ いの なか てん おこな ち おこな

われますように」と唱えています。福音でイエスを前にした病人が、「御心ならば」と治癒
とな ふくいん まえ びょうにん み こころ ち ゆ

を願ったように、わたしたちも心と体を束縛しふさわしい関係性を断ち切ろうとする
ねが こころ からだ そくばく かんけいせい た き

鎖から解放してくださるように願いたいと思います。賜物であるいのちが、御心のま
くさり かいほう ねが おも たまもの み こころ

まに生かされますように。
い


